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(57)【要約】
【課題】伸び、柔軟性を有する接着剤であって、部材に衝撃が加わった際の衝撃吸収性に
優れ、破損した場合でも部材の飛散防止性に優れる紫外線硬化型接着剤組成物、及びそれ
を塗布して貼り合せてなる光学部材を提供する。
【解決手段】（メタ）アクリル系熱可塑性エラストマー（Ａ）、ラジカル重合性二重結合
を有するビニル化合物（Ｂ）、及び光重合開始剤（Ｃ）を、必須成分として含有すること
を特徴とする紫外線硬化型接着剤組成物、ならびに、該紫外線硬化型接着剤組成物を用い
て、透明部材と、該透明部材と同一もしくは異なる種類の透明もしくは非透明部材とを貼
り合わせた後、紫外線を照射することにより、前記接着剤組成物を硬化して接着剤層を形
成してなる光学部材である。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（メタ）アクリル系熱可塑性エラストマー（Ａ）、ラジカル重合性二重結合を有するビ
ニル化合物（Ｂ）及び光重合開始剤（Ｃ）を含有することを特徴とする紫外線硬化型接着
剤組成物。
【請求項２】
　（メタ）アクリル系熱可塑性エラストマー（Ａ）が、非反応性エラストマーである、請
求項１に記載の紫外線硬化型接着剤組成物。
【請求項３】
　（メタ）アクリル系熱可塑性エラストマー（Ａ）が、メタアクリレート単位からなるハ
ードセグメント（ａ）と、アクリレート単位からなるソフトセグメント（ｂ）とからなる
（メタ）アクリル樹脂ブロック共重合体である、請求項１または２に記載の紫外線硬化型
接着剤組成物。
【請求項４】
　さらに柔軟性成分（Ｄ）を含有する、請求項１～３のいずれかに記載の紫外線硬化型接
着剤組成物。
【請求項５】
　柔軟性成分（Ｄ）が、ポリエステル樹脂、ポリエーテル樹脂、ポリカーボネート樹脂、
ポリ（メタ）アクリル樹脂及びこれらの変性樹脂、ならびに軟質アクリル樹脂から選ばれ
る少なくとも１種である、請求項４に記載の紫外線硬化型接着剤組成物。
【請求項６】
　紫外線を照射することにより硬化させた硬化物の伸び率が３０％以上、２５℃での貯蔵
弾性率が１×１０７Ｐａ以下、硬化収縮率が５％以下である、請求項１～５のいずれかに
記載の紫外線硬化型接着剤組成物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の紫外線硬化型接着剤組成物を用いて、透明部材と、該
透明部材と同一もしくは異なる種類の透明もしくは非透明部材とを貼り合わせた後、紫外
線を照射することにより、前記の接着剤組成物を硬化したことを特徴とする光学部材。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、（メタ）アクリル樹脂からなる熱可塑性エラストマーを含有した、伸びと柔
軟性を有する紫外線硬化型接着剤組成物に関し、更に詳しくは、前記特徴に加え外観、耐
久性、耐候性に優れ、部材に衝撃が加わった場合の衝撃吸収性に優れ、破損した場合にお
いても部材の飛散防止性に優れる紫外線硬化型接着剤組成物、及びそれを塗布して貼り合
せた光学部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、レンズ、ミラー、プリズム等の光学部材を製造する際には、アクリル樹脂系接着
剤やエポキシ樹脂系接着剤が使用されているが、アクリル樹脂系接着剤は、透明性に優れ
るものの接着性が充分でなく、また、エポキシ樹脂系接着剤は、接着性に優れるものの透
明性が充分でなく使用環境下で着色（黄変）しやすい、という問題がある。
【０００３】
　また、偏光板を製造する際には、ポリビニルアルコール系接着剤のような水系接着剤が
用いられているが、偏光子と透明保護フィルムとを貼り合わせた後に、乾燥工程が必要と
なるため、偏光板の生産性を向上させるために乾燥工程の短縮又は乾燥工程を必要としな
い別の接着方法が望まれている。水系接着剤を用いた偏光板では、バックライトの熱によ
り偏光板が寸法変化を引き起こし、それがムラとなって画面全体のうち一部分で黒表示が
白く見えるといったいわゆる光抜けが顕著になるという問題もある。
【０００４】
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　さらに、従来の液晶表示装置等の画像表示装置では、液晶セルの片面又は両面に偏光板
等を貼り合わせてなる液晶パネルの上に、空間を介して、透明な保護板を設けている。こ
の空間は、外部から加わる機械的な圧力が直接液晶パネルに及ばないようにするために設
けられているもので、携帯電話、ゲーム機器、デジタルスチルカメラ等の持ち運ぶことを
前提とした機器に使用される液晶表示装置において、特に必要な構成である。保護板には
、ガラス、アクリル樹脂、ポリカーボネート樹脂等の透明な素材が使用されている。
【０００５】
　しかし、上記空間の存在により光の散乱が起き、それに起因してコントラストや輝度が
低下する問題が生じるため、近年、ディスプレイの視認性向上及び外からの衝撃で上部カ
バーが割れた場合でもモジュール部に影響が出ないよう耐衝撃性の向上を目的に、画像表
示部と保護部との間に、可視光透過率の高い光学弾性硬化型樹脂組成物を介在させること
が検討されている（例えば、特許文献１、２を参照）。
【０００６】
　上記の硬化型樹脂組成物としては、光重合性官能基を有するウレタンアクリレート、エ
ポキシアクリレート等をバインダーポリマーとする、紫外線で硬化可能なものが多く用い
られるが、これらの樹脂を用いると、充填された樹脂の収縮による外部応力によりモジュ
ールに変形が生じる可能性がある。特に液晶モジュールにおいてこの問題は重要で、応力
によりモジュール表面の偏光フィルムや、液晶を挟んでいるガラス板に負荷がかかると、
画面表示ムラ等の異常が現れる。この問題を解決するためには、柔軟性と伸び率を有する
接着剤組成物が有効である。
【０００７】
　柔軟性と伸び率を有する接着剤組成物を得るため、組成物中に種々の成分を導入する方
法が知られている。例えば、下記（１）～（４）の方法がある。
　（１）ガラス転移点の低いアクリル樹脂、ポリエステル樹脂、ポリカーボネート樹脂な
どを導入する方法、（２）イソプレン等のゴム成分を導入する方法、（３）ウレタン結合
を導入する方法、（４）シリコン成分を導入する方法。
【０００８】
　しかしながら、上記（１）の方法は、接着剤の柔軟性には優れるものの、単に膜を軟化
させる効果を有しているのみで、伸び率を向上させる効果は非常に小さいという欠点があ
る。
【０００９】
　上記（２）の方法は、ゴム成分の構造中に二重結合を多く含む為に、耐候、耐熱劣化に
より黄変を生じ易いという欠点がある。更に、経時で二重結合が反応し、密着強度や柔軟
性が低下することで、接着剤層の割れ、剥がれを生じるため、トラブルの原因になる。
【００１０】
　上記（３）の方法は、柔軟性、伸びには優れているものの、ウレタン結合由来の耐候黄
変、耐熱黄変を生じるという欠点がある。
【００１１】
　上記（４）の方法は、シリコン構造が低表面エネルギーであるため付着強度が得られに
くいという欠点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特開２０１２－１７２１１１号公報
【特許文献２】特開２０１２－１８４３２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、前記の事情に鑑みてなされたものであり、伸び、柔軟性を有する接着剤であ
って、外観（透明性）、耐候性及び部材に衝撃が加わった際の衝撃吸収性に優れ、破損し
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た場合でも部材の飛散防止性に優れる紫外線硬化型接着剤組成物、及びそれを用いて貼り
合せてなる光学部材を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　前記課題を解決するため、本発明者等は鋭意検討を行った結果、目的とする接着剤組成
物が以下の構成により得られることを見出し、本発明を完成するに至った。
　すなわち、本発明は、（メタ）アクリル系熱可塑性エラストマー（Ａ）、ラジカル重合
性二重結合を有するビニル化合物（Ｂ）及び光重合開始剤（Ｃ）を含有することを特徴と
する紫外線硬化型接着剤組成物を提供する。
【００１５】
　本発明において、（メタ）アクリル系熱可塑性エラストマー（Ａ）は、該成分が他の成
分と反応することによってゴム弾性が低下するのを防止するため、非反応性エラストマー
であることが好ましく、好ましい化合物としては、メタアクリレート単位からなるハード
セグメント（ａ）と、アクリレート単位からなるソフトセグメント（ｂ）とからなる（メ
タ）アクリル樹脂ブロック共重合体を挙げることができる。
【００１６】
　本発明の紫外線硬化型接着剤組成物は、さらに、柔軟性成分（Ｄ）を含有することがで
きる。この柔軟性成分（Ｄ）は、紫外線硬化型接着剤組成物の硬化収縮を低減させ、貯蔵
弾性率を小さくする（すなわち、柔らかくする）のに有効であり、ポリエステル樹脂、ポ
リエーテル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリ（メタ）アクリル樹脂及びこれらの変性樹
脂、ならびに軟質アクリル樹脂から選ばれる少なくとも１種が好ましい。
【００１７】
　また本発明において、紫外線硬化型接着剤組成物に紫外線を照射することにより硬化さ
せた硬化物は、構造の詳細は不明であるが、２５℃での伸び率が３０％以上、２５℃での
貯蔵弾性率が１×１０７以下、硬化収縮率が５％以下となる。
【００１８】
　また、本発明は、上記の紫外線硬化型接着剤組成物を用いて、透明部材と、該透明部材
と同一もしくは異なる種類の透明もしくは非透明部材とを貼り合わせた後、紫外線を照射
することにより、前記の接着剤組成物を硬化したことを特徴とする光学部材を提供する。
すなわち、本発明の紫外線硬化型接着剤組成物は、光学部材の接着剤として好適に用いる
ことができ、かかる光学部材としては、例えば、眼鏡レンズ、ＣＤやＤＶＤのピックアッ
プ用レンズ、自動車ヘッドランプ用レンズ、プロジェクター用レンズ、光ファイバー、光
導波路、光フィルター、光ディスク基板、液晶画像表示装置、有機ＥＬ装置等を挙げるこ
とができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の紫外線硬化型接着剤組成物は、（メタ）アクリル系熱可塑性エラストマーを含
有しているので、紫外線を照射することにより硬化させた硬化物（接着層）の伸び、柔軟
性に優れるうえ、透明性、耐久性及び耐候性（即ち、太陽光、蛍光灯の光に長期間暴露さ
れた場合に黄変し難い）、衝撃吸収性に優れている。
　また、本発明の接着剤組成物を塗布して貼り合せた光学部材は、外観及び耐熱黄変性に
優れているだけでなく、硬化収縮時の応力の影響を最小限に抑制するので、歪み、変形が
発生し難く、また、衝撃が加わった場合にも破損し難く万一破損した場合でも飛散し難い
ものとなる。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下に本発明の構成について詳しく説明する。
　本発明の紫外線硬化型接着剤組成物における（Ａ）成分である、（メタ）アクリル系熱
可塑性エラストマーは、耐候性、耐熱性に優れたものであり、アクリル樹脂の長所である
高い透明性、耐候性、耐熱黄変性等の耐久性を有し、紫外線を照射することにより硬化さ
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せた硬化物に伸びと柔軟性を付与する作用がある。
【００２１】
　（メタ）アクリル系熱可塑性エラストマーとしては、実質的に二重結合を有しない非反
応性エラストマーが好ましく、エラストマー構造内における二重結合の量が多くなるほど
硬化物が硬くなって伸び率が低下し、硬化物のゴム弾性や負荷追従性が低下するようにな
る。好ましい（メタ）アクリル系熱可塑性エラストマーとしては、メタアクリレート単位
からなるハードセグメント（ａ）と、アクリレート単位からなるソフトセグメント（ｂ）
とからなる（メタ）アクリル樹脂ブロック共重合体が挙げられる。かかる（メタ）アクリ
ル樹脂ブロック共重合体からなる熱可塑性エラストマーは、アクリル樹脂が持つ柔軟性、
接着性と、メタクリル樹脂が持つ透明性、耐候性とを併せ持っている。
【００２２】
　上記のメタアクリレート単位からなるハードセグメント（ａ）としては、メチルメタク
リレート、エチルメタクリレート、ｎ－プロピルメタクリレート、イソプロピルメタクリ
レート等を挙げることができ、１種を単独で、或いは２種以上を組み合わせても良い。こ
れらの中でも透明性の高いエラストマーが得られる点でメチルメタクリレートが好ましい
。
【００２３】
　上記のアクリレート単位からなるソフトセグメント（ｂ）としては、メチルアクリレー
ト、エチルアクリレート、ｎ－プロピルアクリレート、イソプロピルアクリレート、ｎ－
ブチルアクリレート、イソブチルアクリレート、ｔｅｒｔ－ブチルアクリレート、ｎ－ペ
ンチルアクリレート、ｎ－ヘキシルアクリレート、ｎ－オクチルアクリレート、２－エチ
ルヘキシルアクリレート、デシルアクリレート、ドデシルアクリレート、ステアリルアク
リレート等を挙げることができ、１種を単独で、或いは２種以上を組み合わせても良い。
これらの中でも、適度なガラス転移点を有している点で、ｎ－ブチルアクリレート、イソ
ブチルアクリレート、ｔｅｒｔ－ブチルアクリレートが好ましい。
【００２４】
　（メタ）アクリル系熱可塑性エラストマーは、それ自身の引張強さ及び引張伸びが大き
い方が、硬化物に伸びや柔軟性を付与できることより、引張強さ（ＩＳＯ３７法による）
が７．０ＭＰａ以上、かつ引張伸び（ＩＳＯ３７法による）が３５０ＭＰａ以上であるこ
とが好ましい。このような引張強さと引張伸びを有するエラストマーは、上記のハードセ
グメント（ａ）部分及びソフトセグメント（ｂ）部分に用いるモノマーの種類または共重
合比を調節することによって得ることができる。このような（メタ）アクリル系熱可塑性
エラストマーは、公知又はそれに準ずる方法で製造でき、クラリティＬＡ２１４０ｅ、Ｌ
Ａ２３３０、ＬＡ２２５０、ＬＡ４２８５、ＬＡ１１１４（以上商品名、（株）クラレ製
）等の市販品を用いても良い。
【００２５】
　紫外線硬化型接着剤組成物における（Ａ）成分の（メタ）アクリル系熱可塑性エラスト
マーの含有割合は、紫外線硬化型接着剤組成物の全体を基準として、５～９５重量部とす
ることが好ましい。５重量部未満の場合は、硬化物の伸びや柔軟性が不充分となり、貼り
合せ部材の衝撃吸収性が低下するため、好ましくない。一方、９５重量部を超える場合は
、（Ｂ）成分のラジカル重合性二重結合を有するビニル化合物の割合が低下することで、
当該接着剤組成物が硬化するまでの所要時間が長くなるため、経済的に不都合である。よ
り好ましくは５～４５重量部、特に好ましくは１０～３５重量部の範囲である。
【００２６】
　本発明の紫外線硬化型接着剤組成物における（Ｂ）成分である、ラジカル重合性二重結
合を有するビニル化合物は、１分子中に１個または２個以上のラジカル重合性二重結合を
有するビニル化合物であり、紫外線を照射することにより当該接着剤組成物を硬化させる
作用がある。これらは１種を単独で、或いは２種以上を組み合わせて用いることができる
。上記のビニル化合物１分子中に含まれるラジカル重合性二重結合の数及び配合量は、硬
化物の柔軟性と伸びに影響する。すなわち、配合量が同じ場合、１分子中に２個のラジカ
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ル重合性二重結合を有する２官能のビニル化合物は、１分子中に１個のラジカル重合性二
重結合を有する単官能のビニル化合物に比べて、硬化時間が速く硬化収縮率が大きくなる
傾向がある。したがって、主として単官能のビニル化合物を用い、補助的に２官能もしく
は３官能以上のビニル化合物を用いることで、硬化時間の調整が容易で、かつ硬化収縮率
が小さい接着剤組成物を調製することが可能になる。
【００２７】
　１分子中に１個のラジカル重合性二重結合を有するビニル化合物としては、例えば、
（Ｂ－１）メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－プロピル（
メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレ
ート、イソブチル（メタ）アクリレート、ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）アクリレート、ｎ－
ヘキシル（メタ）アクリレート、ｎ－オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシ
ル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート等の炭素数１～１８の（メタ）
アクリル酸アルキルエステル等の（メタ）アクリレート類；
（Ｂ－２）２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ
）アクリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート等の炭素数２～８のヒドロ
キシアルキル（メタ）アクリレート及び２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレートのε
－カプロラクトン付加物、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレートのγ－ブチロラク
トン付加物などの水酸基含有（メタ）アクリレート類；
（Ｂ－３）（メタ）アクリル酸、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸などの不飽和二塩基
酸類；
（Ｂ－４）ジメチルマレエート、ジメチルフマレート等のジアルキルエステル類等のカル
ボキシル基またはアルコキシカルボニル基含有ビニル化合物；
（Ｂ－５）無水マレイン酸、無水イタコン酸などの酸無水物含有ビニル化合物；
（Ｂ－６）グリシジル（メタ）アクリレート等のエポキシ基含有ビニル化合物；
（Ｂ－７）スチレン、α－メチルスチレン、ビニルスチレン等の芳香族ビニル化合物；
（Ｂ－８）ジメチルアミノメチル（メタ）アクリレート、ジエチルアミノメチル（メタ）
アクリレート、ジメチルアミノプロピルアクリルアミド等のアミノ基含有ビニル化合物；
等を挙げることができる。
　上記化合物の他には、（メタ）アクリロニトリル、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、
ブタジエン、イソプレン、クロロプレン等を例示することができる。
【００２８】
　１分子中に２個のラジカル重合性二重結合を有するビニル化合物としては、例えば、エ
チレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレー
ト、テトラエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ（メ
タ）アクリレート、プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジプロピレングリコ
ールジ（メタ）アクリレート、ブチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチ
ルグリコールジ（メタ）アクリレート、エチレンオキサイド変性ビスフェノールＡ型ジ（
メタ）アクリレート、プロピレンオキサイド変性ビスフェノールＡ型ジ（メタ）アクリレ
ート、１，６ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、グリセリンジ（メタ）アクリレ
ート、ペンタエリスリトールジ（メタ）アクリレート、エチレングリコールジグリシジル
エーテルジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジグリシジルエーテル（メタ）
アクリレート、ヒドロキシピバリン酸変性ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレー
ト等が挙げられる。
【００２９】
　１分子中に３個以上のラジカル重合性ビニル化合物を含む化合物としては、例えば、ト
リメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）ア
クリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトー
ルペンタ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート等
が挙げられる。またイソシアヌル酸誘導体なども用いることができる。
　上記ビニル化合物の他に、ウレタン変性（メタ）アクリレート、ポリエステル変性（メ
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タ）アクリレート、エポキシ変性（メタ）アクリレートを用いることもできる。
【００３０】
　（Ｂ）成分のラジカル二重結合を有するビニル化合物の含有割合は、紫外線硬化型接着
剤組成物の全体を基準として、５～９５重量部とすることが好ましい。５重量部未満の場
合は、接着剤組成物の塗布層に紫外線を照射した際に、硬化層が形成されるまでの時間が
長くなって工程作業性が低下する。一方、９５重量部を超える場合は、（Ａ）成分のアク
リル系熱可塑性エラストマーの割合が低下するため、硬化物の伸びや柔軟性が不十分とな
るため、貼り合せ部材の衝撃吸収性が低下する。より好ましくは５５～９５重量部、特に
好ましくは６５～９０重量部の範囲である。
【００３１】
　本発明の紫外線硬化型接着剤組成物における（Ｃ）成分である、光重合開始剤としては
、紫外線の照射によってラジカル重合を開始するものであれば、公知の光重合開始剤を使
用でき、ベンゾイン系、ベンゾフェノン系、ベンジル系、アセトフェノン系、キノン系、
チオキサントン系、フェニルグリオキシル酸系等の公知の化合物から任意に選択すること
ができる。
　光重合開始剤としては、具体的には、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾ
インエチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンゾインイソブチルエーテル
等のベンゾイン系化合物；ベンゾフェノン、ｐ－メトキシベンゾフェノン、ｏ－ベンゾイ
ル安息香酸、ｏ－ベンゾイル安息香酸メチル、４，４‘－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾ
フェノン、４，４‘－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン等のベンゾフェノン系化合
物；ベンジル、４，４’－ジメトキシベンジル等のベンジル系化合物；アセトフェノン、
２，２－ジエトキシアセトフェノン、２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン
、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フ
ェニルプロパン－１－オン等のアセトフェノン系化合物；２－エチルアントラキノン、２
－ｔ－ブチルアントラキノン、１，４－ジメチルアントラキノン、カンファーキノン等の
キノン系化合物；チオキサントン、２－メチルチオキサントン、２－イソプロピルチオキ
サントン、２，４－ジメチルチオキサントン、２，４－ジエチルチオキサントン、２－ク
ロルチオキサントン等のチオキサントン系化合物；メチルフェニルグリオキシレート、エ
チルフェニルグリオキシレート等のフェニルグリオキシル酸系化合物等を挙げることがで
きる。これらは１種を単独で、或いは２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００３２】
　（Ｃ）成分の光重合開始剤の含有割合は、紫外線硬化型接着剤組成物の全体を基準とし
て、０．０１～１０重量部とすることが好ましく、より好ましくは０．０５～５重量部、
特に好ましくは０．１～３重量部である。０．０１重量部未満の場合は、硬化が不十分と
なるため接着強度が低くなる虞があり、一方、１０重量部を超える場合は、硬化物の耐湿
性、耐沸騰水性、耐熱黄変性、耐候性が低下する虞がある。
【００３３】
　本発明の紫外線硬化型接着剤組成物における（Ｄ）成分である、柔軟性成分は、接着剤
組成物の柔軟性を調整するために用いられる任意の成分であり、本発明による効果を阻害
しない限度において配合することができ、紫外線硬化型接着剤組成物の全体を基準として
２０重量部以下とすることが好ましい。
【００３４】
　柔軟性成分（Ｄ）としては、例えば、ポリエステルジオール、ポリエーテルジオール、
ポリカーボネートジオールなどのポリオール類及びこれらの変性物、軟質アクリル樹脂等
が挙げられる。これら柔軟性成分は、紫外線硬化型接着剤組成物の硬化収縮の割合を低減
させ、硬化物に伸び及び柔軟性を付与し、貯蔵弾性率を小さくするのに有効である。配合
量が多すぎると、硬化物の柔軟性が高くなり過ぎるために、接着強度が低下する虞がある
。これらの化合物は、それぞれ１種を単独で、或いは２種以上を併用して用いることがで
きる。
【００３５】
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　上記のポリエステルジオールとしては、例えば、二塩基酸とジオール類とのエステル化
反応により得られる縮合系ポリエステルジオール類、或いはジオール類にラクトンを開環
重合させることで得られるラクトン系ポリエステルジオール類等が挙げられる。
【００３６】
　縮合系ポリエステルジオール類に用いられる二塩基酸としては、芳香環を有しない脂肪
族系や脂環族系の二塩基酸が好ましく、例えば、シュウ酸、コハク酸、グルタル酸、ピメ
リン酸、アジピン酸、アゼライン酸、セバシン酸、ドデカンジカルボン酸、シクロペンタ
ンジカルボン酸、シクロヘキサンジカルボン酸、フマル酸、マレイン酸等が挙げられる。
これらの二塩基酸は単独で使用しても、２種以上を併用しても良い。
　また、縮合系ポリエステルジオール類に用いられるジオールとしては、脂肪族系や脂環
族系の芳香環を有さないジオールが好ましく、例えば、エチレングリコール、１，２－プ
ロパンジオール、１，３－プロパンジオール、１，２－ブタンジオール、１，３－ブタン
ジオール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、ネオペンチルグリコー
ル、１，６－ヘキサンジオール、３－メチル－１，５－ペンタンジオール、１，８－オク
タンジオール、ジエチレングリコール、ジプロピレングリコール等が挙げられる。これら
のジオールは単独で使用しても、２種以上を併用しても良い。
【００３７】
　ラクトン系ポリエステルジオール類は、低分子ジオールに、β－プロピオラクトン、γ
－ブチロラクトン、δ－バレロラクトン、ε－カプロラクトン等を開環重合させることに
より得ることができる。低分子ジオールとしては、前記の縮合系ポリエステルジオール類
に用いられたのと同じジオールを挙げることができる。
【００３８】
　これらのポリエステルジオールのうち、二塩基酸とジオールから得られる縮合系ポリエ
ステルジオール類が好ましく、具体的には、日本ポリウレタン工業（株）製）の「ニッポ
ラン」シリーズ、川崎化成工業（株）製の「マキシモール」シリーズ、ＤＩＣ（株）製の
「ポリライト」シリーズ等の市販品が挙げられる。
【００３９】
　ポリエーテルジオールとしては、例えば、２個の活性水素を有する化合物とアルキレン
オキサイドとの反応により得られるポリエーテルジオールが挙げられる。ここで、２個の
活性水素を有する化合物としては、水、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール
、１，３－プロパンジオール、１，４－ブタンジオール等が挙げられ、アルキレンオキサ
イドとしては、エチレンオキサイド、プロピレンオキサイド、テトラヒドロフラン等が挙
げられる。
　アルキレンオキサイドは単独で使用しても、２種以上を併用してもよく、ポリエーテル
ジオールの具体例としては、エチレンオキサイドを単独で使用したポリエチレングリコー
ル、プロピレンオキサイドを単独で使用したポリプロピレングリコール、テトラヒドロフ
ランを単独で使用したポリブチレングリコール、エチレンオキサイドとプレピレンオキサ
イドを併用したポリエチレングリコール－ポリプロピレングリコールブロックコポリマー
等が挙げられる。
【００４０】
　ポリカーボネートジオールとしては、例えば、ジアルキルカーボネートとジオールとの
エステル交換反応により得られるポリカーボネートジオールが挙げられる。
　ジアルキルカーボネートとしては、芳香環を有しない脂肪族系や脂環族系のジアルキル
カーボネートが好ましく、例えば、ジメチルカーボネート、ジエチルカーボネート、ジ－
ｎ－ブチルカーボネート、エチレンカーボネート等が挙げられる。
　ジオールとしては、前記のポリエステルジオールに用いられるジオールと同様、芳香環
を有しない脂肪族系や脂環族系のジオールが好ましい。具体例としては、例えば、エチレ
ングリコール、１，２－プロパンジオール、１，３－プロパンジオール、１，２－ブタン
ジオール、１，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオー
ル、ネオペンチルグリコール、１，６－ヘキサンジオール、３－メチル－１，５－ペンタ
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ンジオール、１，８－オクタンジオール、ジエチレングリコール、ジプロピレングリコー
ル等が挙げられる。
【００４１】
　上記の非ラジカル重合性柔軟性成分のなかでも、ポリエステルジオールは耐加水分解性
に劣り、ポリエーテルジオールは耐水性に劣るので、ポリカーボネートジオールがより好
ましい。
【００４２】
　上記のポリエステル樹脂、ポリエーテル樹脂、ポリカーボネート樹脂の変性物としては
、例えば、ポリエチレングリコールと安息香酸とのエステル化物であるサンフレックスＥ
Ｂ２００、ＥＢ３００、ＥＢ４００（三洋化成（株）製）、多官能ポリエーテルの末端エ
ステル化物であるサンフレックスＧＰＡ３０００、ＳＰＸ８０（三洋化成（株）製）、ポ
リオキシアルキレンモノアルキルエーテルの酢酸エステルであるサンフレックスＳＫ５０
０（三洋化成（株）製）が代表的である。
【００４３】
　上記の軟質アクリル樹脂としては、高温高圧ラジカル重合により製造される無溶剤アク
リルポリマーである、市販品ＡＲＵＦＯＮシリーズ（東亞合成（株）製）のうち、
　無官能基型であるＡＲＵＦＯＮ　ＵＰ１０００、ＵＰ１０１０、ＵＰ１０２０、ＵＰ１
０６１、ＵＰ１０８０、ＵＰ１１１０、ＵＰ１１５０、ＵＰ１１７０、ＵＰ１１９０、Ｕ
Ｐ１５００；水酸基含有型であるＡＲＵＦＯＮ　ＵＨ２０００、ＵＨ２０４１、ＵＨ２１
７０、ＵＨ２１９０；カルボキシル基含有型であるＡＲＵＦＯＮ　ＵＣ３０００、ＵＣ３
０８０、ＵＣ３９００、ＵＣ３９２０、ＵＣ３５１０、ＵＦ５０８０、ＵＦ５０２２；エ
ポキシ基含有型であるＵＧ４０１０、ＵＧ４０３５、ＵＧ４０４０、ＵＧ４０７０；アル
コキシシリル基含有型であるＵＳ６１００、ＵＳ６１７０；側鎖にアクリロイル基を有す
るブチルアクリレートのマクロモノマーであるＡＢ－６（東亞合成（株）製）；無溶剤ア
クリル樹脂であるアクトフロー（綜研化学（株）製）シリーズの単官能水酸基型ＵＭＭ－
１００１、多官能水酸基型ＵＴ－１００１、単官能アルコキシシリル型ＮＥ－１０００、
多官能カルボキシル型ＣＢ－３０６０、ＣＢ－３０９８、ＣＢＢ－３０９８が代表的であ
る。
【００４４】
　本発明の紫外線硬化型接着剤組成物は、製造方法に特に制限はなく、上記の（Ａ）成分
、（Ｂ）成分、（Ｃ）成分、及び必要により配合する（Ｄ）成分、その他の添加剤の所定
量を、均一になるまで混合、攪拌することによって得られるものである。
【００４５】
　上記の添加剤としては、例えば、光透過率や色調を調整するための色素、可塑剤、補強
剤、光増感剤、光安定剤、連鎖移動剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤、粘度調整剤、粘着付
与剤（タッキファイヤー）、整泡剤、消泡剤、防黴剤、防腐剤等が挙げられる。これらの
添加剤は、本発明による効果を阻害しない限度において、単独或いは組み合わせて用いて
も良い。
【００４６】
　本発明の紫外線硬化型接着剤組成物は、その硬化物が有する優れた透明性、伸び、柔軟
性、更には耐候性、耐衝撃性ゆえに、透明部材と、該透明部材と同一もしくは異なる種類
の透明もしくは非透明部材との貼り合せ用に好適に用いられるが、特に好ましいのは光学
部材の接着である。上記の透明部材は、主にガラスまたはプラスチックからなる部材であ
る。
【００４７】
　上記のガラス部材としては、液晶セルの液晶を挟持するガラス板や液晶セルの保護板と
して使用されているものが挙げられる。上記のプラスチック部材としては、透光性のポリ
カーボネート樹脂、アクリル樹脂（ポリメチルメタクリレート樹脂等）、ポリエチレンテ
レフタレート（ＰＥＴ）樹脂、トリアセチルセルロース（ＴＡＣ）樹脂、シクロオレフィ
ンポリマー（ＣＯＰ）樹脂、ポリノルボルネン系樹脂等からなる、板状、シート状或いは
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フィルム状の保護板、保護板の表面や裏面に積層する反射防止膜、アンチグレア膜、視野
角制御膜、ＩＴＯ膜等が挙げられる。
【００４８】
　また、偏光板の製造において、偏光子と保護フィルムとの接着にも使用することができ
る。偏光子としては、例えば、ポリビニルアルコールの部分ケン化物等の親水性ポリマー
からなるプラスチック基材にヨウ素や二色性染料等を吸着させて一軸延伸したもの、ポリ
ビニルアルコールの脱水処理物やポリ塩化ビニルの脱塩酸処理物等が挙げられ、また、保
護フィルムとしては、ＴＡＣ樹脂、ＣＯＰ樹脂、ポリノルボルネン系樹脂等からなるプラ
スチックフィルムが挙げられる。
【００４９】
　紫外線硬化型接着剤組成物は、任意の量で部材の接着に使用することができ、接着剤の
塗布と硬化ができるところであればいずれの場所であっても差し支えない。具体的には、
上記の紫外線硬化型接着剤組成物をガラスまたはプラスチック部材の貼合面の少なくとも
一方に塗布した後、塗布液を介して他の部材を積層して貼り合わせた後、貼り合せた部材
の両面を任意に加圧し、貼り合わせた状態で透光性の部材の外側から紫外線を照射するこ
とにより、接着剤組成物を硬化させ硬化物よりなる接着剤層を形成することで、積層され
た光学部材を得ることができる。
【００５０】
　塗布液の塗布方法は、例えば、ロールコート方式、スプレー方式、ディップ方式、刷毛
塗り方式、インクジェット方式、静電塗装方式等の公知の方法を用いれば良い。塗布工程
の雰囲気温度は特に限定されないが、１５～３０℃が好ましい。塗膜厚さも特に限定され
ないが、硬化後の膜厚が５０～２００μｍ程度となるよう塗布するのが好ましい。硬化さ
せる紫外線の光源としては、低圧水銀灯、中圧水銀灯、高圧水銀灯、超高圧水銀灯、カー
ボンアーク灯、メタルハライドランプ、キセノンランプ等を用いることができる。
【００５１】
　紫外線の照射強度及び照射時間は、硬化する紫外線硬化型接着剤組成物ごとに決定され
るため、特に限定されないが、照射強度と照射時間との積で表わされる積算光量が１０～
５，０００ｍＪ／ｃｍ２となるように設定するのが好ましい。積算光量が小さすぎると、
光重合開始剤の分解が十分でなく、紫外線硬化型接着剤組成物の硬化が不十分となる虞が
あり、一方で積算光量を大きくしようとすると照射時間が長くなり生産性向上には不利で
ある。
【００５２】
　本発明の紫外線硬化型接着剤組成物は、それを紫外線照射により硬化させて得られる硬
化物の伸び率（２５℃）が３０％以上、２５℃での貯蔵弾性率が１×１０７Ｐａ以下、硬
化収縮率が５％以下となる。硬化物の硬化収縮率がより好ましくは３％以下とすれば、紫
外線硬化型接着剤組成物が硬化する際に蓄積される内部応力を低減させ、硬化物層と被接
着部材との界面に歪が生じることを防止でき、画像表示装置等における表示ムラや硬化物
の剥離を抑制できる。また、硬化物の伸び率（２５℃）を３０％以上にすれば、硬化物を
ガラス板の被接着部材の熱変形に追随させることができるが、ガラスとプラスチックの貼
り合わせでは、硬化物の伸び率（２５℃）を２００％～４００％の範囲にすることが好ま
しい。また、硬化物の貯蔵弾性率（２５℃）を１×１０７Ｐａ以下にすることで、接着剤
組成物が硬化する際に硬化物の収縮により生ずる内部応力を低減して、硬化物を被接着部
材の反りに追随させることができる。より好ましくは、１×１０５～１×１０６Ｐａの範
囲が好ましい。
【実施例】
【００５３】
　以下、本発明を実施例および比較例を用いて具体的に説明するが、本発明は以下の実施
例にのみ限定されるものではない。また、文中の「部」、「％」は重量基準であるものと
する。
【００５４】
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（実施例１）
　クラリティ２１４０ｅ（（株）クラレ製）２０部、シクロヘキシルアクリレート（大阪
有機化学工業（株）製）７３部、ＨＤＤＡ：１，６ヘキサンジオールジアクリレート（大
阪有機化学工業（株）製）５部、イルガキュア１８４（ＢＡＳＦ社製）２部の配合で接着
剤組成物を調製した。
　１ｍｍ厚ガラス板を２枚用意し、一方のガラス板に上記の接着剤組成物を滴下した後、
もう一方のガラス板、或いは液晶モジュールの偏光フィルム面とを貼り合わせた後、ＵＶ
照射をして硬化させることで、２枚の部材を貼り合わせた試験片を得た。
（紫外線照射条件：Ｆｕｓｉｏｎ製Ｄバルブ、積算光量：３，０００ｍＪ／ｃｍ２、最大
照度：６００ｍＷ／ｃｍ２）
【００５５】
（実施例２～８、比較例１～９）
　実施例１と同様の方法で試験片を得た。接着剤は表１に示した各成分と量を配合し、各
実施例及び比較例について試験片を作製した。
【００５６】
（接着剤成分の詳細）
１）クラリティ４２８５：アクリロイル基を含まないアクリルブロックポリマー（（株）
クラレ製）
２）ＣＨＡ：シクロヘキシルアクリレート（大阪有機化学工業（株）製）
３）ＨＤＤＡ：１，６ヘキサンジオールジアクリレート（大阪有機化学工業（株）製）
４）４ＨＢＡ：４－ヒドロキシブチルアクリレート（日本化成（株）製）
６）ＰＴＭＧ１０００：ポリテトラメチレングリコール１０００（三菱化学（株）製）ポ
リエーテルジオール
７）ＥＢ４００：ポリエチレングリコールベンゾエート（三洋化成（株）製）・・・ポリ
エチレングリコールのエステル化物
８）ＡＲＵＦＯＮ　ＵＨ－２０００：無溶剤アクリル樹脂（ガラス転移点：－５５℃、水
酸基価：２０ｍｇＫＯＨ／ｇ、分子量１１，０００、東亞合成（株）製）・・・無溶剤ア
クリルポリマー
９）ＡＢ－６：片末端アクリロイル基のポリブチルアクリレートマクロモノマー（東亞合
成（株）製）
１０）アクトフローＵＴ－１００１：多官能水酸基型２－エチルヘキシルアクリレートの
ポリマー（綜研化学（株）製）
９）＃１８４：イルガキュア＃１８４（ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、ＢＡ
ＳＦ社製）
【００５７】
　実施例及び比較例で得た試験片の評価は、以下の方法に従った。
（評価方法）
（１）透過率：
　分光光度計（Ｕ－３０００、日立ハイテクノロジーズ社製）で４００～６００ｎｍの範
囲で、試験片の光線透過率を測定（ブランク：２ｍｍ厚ガラス板）。
（２）伸び率％：
　３００μｍ厚の接着剤組成物の硬化膜を作成し、引っ張り試験機（島津製作所ＥＺ－Ｓ
５００Ｎ）で５ｍｍ／ｍｉｎの速度で接着剤組成物を引っ張り、切断するまでの伸びを測
定。
（３）貯蔵弾性率：
　５００μｍ厚の接着剤組成物の硬化膜を作成し、引っ張りモード、周波数１Ｈｚで粘弾
性を測定（粘弾性測定装置：ＳＩＩナノテクノロジー製ＤＭＳ６１００）。
（４）硬化収縮率：
　電子比重計（アルファーミラージュ（株）製ＳＤ－２００Ｌを用いて液体比重、固体比
重を測定し次式により算出。
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　　　硬化収縮率％＝［（硬化後の比重―硬化前の比重）／硬化後の比重］×１００
（５）接着強度：
　試験片の２枚のガラス、或いはガラスと液晶モジュールを上下に引っ張り試験機で引き
剥がし接着強度を測定。
（６）耐湿性：
　８０℃９０％ＲＨの環境に試験片を５００ｈ放置し、取り出し後に外観を観察。
（７）耐沸騰水性：
　沸騰水に試験片を３ｈ浸漬し、取り出し後に外観を観察。以下の評価基準にて評価。
　　　　　　　　○：変化無し、合格
　　　　　　　　△：僅かに白化、合格
　　　　　　　　×：白化、不合格
　　　　　　　××：剥離、不合格
（８）耐熱黄変性
　８０℃の環境に試験片を５００ｈ放置し、試験前後のＹＩ（ｙｅｌｌｏｗｎｅｓｓ　ｉ
ｎｄｅｘ）値を測定し、ΔＹＩ＝試験後のＹＩ－試験前のＹＩ（ＪＩＳ　Ｋ７３７３準拠
）より算出。
（９）耐候性
　紫外線フェードメーター（ブラックパネル温度：８３℃、試験時間５００ｈ）にて、試
験前後のＹＩ（ｙｅｌｌｏｗｎｅｓｓ　ｉｎｄｅｘ）値を測定し、ΔＹＩ＝試験後のＹＩ
－試験前のＹＩ（ＪＩＳ　Ｋ７３７３準拠）より算出。以下の評価基準にて評価。
　　ＹＩ値の評価基準：　ΔＹＩ値　０～３：合格　　○
　　　　　　　　　　　　　　　　　３以上：不合格　×
【００５８】
　以上の評価結果を表１、表２に示す。
【００５９】
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【表１】

【００６０】
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【表２】

【産業上の利用可能性】
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【００６１】
　本発明の紫外線硬化型接着剤組成物は、光学部材の他、フレキソ印刷版、家具・建具・
什器・自動車内装材等に用いられる化粧シート、半導体素子等の光学部材以外の用途でも
有用である。
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